
◎令和 4年度
　会員増強決起大会開く 
 2
◎法人会全国大会
　千葉大会開催 3

葛
飾
北
斎

す み だ 北 斎 美 術 館 蔵

2022

『
東
海
道
吉
田
』 

 

（
と
う
か
い
ど
う
よ
し
だ
）

　
こ
の
図
は
、
葛
飾
北
斎
筆
の
名
所
絵
（
浮
世
絵
風

景
画
）『
冨
嶽
三
十
六
景
』
の
う
ち
の
1
枚
。

　
吉
田
城
の
城
下
町
で
賑
わ
っ
た
吉
田
宿
は
、
江
戸

時
代
に
設
定
さ
れ
た
東
海
道
五
十
三
次
の
江
戸
側
か

ら
数
え
て
34
番
目
の
宿
場
で
、
現
在
の
愛
知
県
豊
橋

市
中
心
部
に
あ
た
る
。

　
文
字
ど
お
り
富
士
の
眺
望
を
売
り
物
に
し
た
ら
し

い
「
不
二
見
茶
屋
」
は
、
お
茶
漬
け
と
名
物
の
火ほ

口く
ち

（
火
打
ち
石
の
火
を
受
け
る
も
の
）
も
商
っ
て
い
る
。

軒
下
に
は
「
御お

茶ち
ゃ

津つ

希け

」
の
看
板
の
下
に
「
根
元
吉

田
ほ
く
ち
」
と
あ
る
。
根
元
と
は
「
元
祖
」
の
意
か
。

　
中
央
で
は
、
一
幅
の
絵
画
の
よ
う
な
窓
枠
で
切
り

取
ら
れ
た
富
士
を
、
旅
の
女
二
人
が
縁
台
に
座
っ
て

茶
屋
の
女
将
の
説
明
を
聞
き
、
優
雅
に
眺
め
て
い
る
。

　
左
下
で
は
、
二
人
を
乗
せ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
駕

籠
か
き
が
汗
を
拭
き
、
も
ろ
肌
を
脱
い
で
い
る
男
は
、

草
鞋
を
木
槌
で
叩
い
て
柔
ら
か
く
し
て
い
る
。

　
右
下
で
は
、
草
鞋
の
紐
を
結
ぶ
男
の
笠
に
「
永
」

そ
し
て
腹
巻
に
は「
壽
」の
文
字
が
あ
り
、版
元「
永

寿
堂
」
の
宣
伝
が
入
っ
て
い
る
。

　
画
面
全
体
に
茶
屋
の
店
先
を
描
き
、
そ
の
店
内
の

奥
か
ら
霞
の
向
こ
う
の
富
士
を
遠
望
さ
せ
て
い
る
。

ま
る
で
、
芝
居
の
客
席
か
ら
舞
台
を
眺
め
て
い
る
よ

う
で
、
風
景
画
と
い
う
よ
り
、
風
俗
画
と
い
っ
た
感

の
強
い
構
図
で
あ
る
。
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会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣

松本会長

　
会
員
増
強
決
起
大
会
と
も
い
え

る
支
部
長
会
が
、
9
月
14
日
㈬
に

ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン
で
本
部
役
員
、

支
部
長
及
び
支
部
役
員
、
各
委
員

会
委
員
、
各
部
会
役
員
、
ご
来
賓

な
ど
42
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

た
。

　
冒
頭
、
松
本
会
長
が
「
こ
の
支

部
長
会
は
、
会
員
増
強
進
発
式
と

も
い
う
べ
き
も
の
で
、
こ
の
時
期

に
各
法
人
会
で
開
催
し
て
い
る
。

ど
の
組
織
も
組
織
拡
大
は
極
め
て

重
要
な
こ
と
で
、
特
に
法
人
会
は

公
益
社
団
法
人
と
し
て
会
員
数
の

増
大
が
社
会
的
信
頼
に
繋
が
り
、

税
制
改
正
等
に
対
す
る
発
言
力
が

高
ま
る
。
本
年
度
も
組
織
を
あ
げ

て
会
員
増
強
に
取
り
組
み
た
い
。

会
員
の
皆
様
方
も
会
員
増
強
活
動

に
対
す
る
さ
ら
な
る
ご
理
解
、
ご

尽
力
を
お
願
い
し
た
い
。」と
挨
拶

し
た
。

　
続
い
て
、
渡
辺
組
織
担
当
副
会

長
が
「
こ
こ
数
年
の
法
人
会
の
会

員
増
強
活
動
は
、
皆
様
の
懸
命
な

ご
努
力
と
は
裏
腹
に
、
毎
年
会
員

企
業
数
が
減
少
し
て
い
る
。

　
本
年
度
は
、
従
来
の
増
強
目
標

数
は
設
定
し
な
い
で
、
支
部
役
員
、

支
部
会
員
の
皆
様
方
の
勧
奨
に
よ

り
入
会
し
た
場
合
に
1
社
に
つ
き

1
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
さ
ら
に

退
会
の
申
し
出
に
対
し
、
支
部
長

様
等
が
「
会
員
専
用
経
営
支
援
サ

ー
ビ
ス
」
等
を
活
用
し
て
慰
留
し
、

退
会
を
取
り
下
げ
た
場
合
に
も
1

社
に
つ
き
1
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す

る
こ
と
と
し
た
。
皆
様
方
の
ご
尽

力
に
よ
り
、
会
員
増
強
運
動
が
実

り
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
お
願
い

し
た
い
。」と
挨
拶
し
た
。
そ
の
後
、

来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
濱
田
江

東
東
税
務
署
長
か
ら
、
当
会
に
対

し
、
日
頃
か
ら
の
税
務
行
政
に
対

す
る
協
力
の
謝
意
と
会
員
増
強
活

動
に
対
す
る
激
励
の
挨
拶
を
い
た

だ
い
た
。

　
続
い
て
、
岡
本
組
織
委
員
長
か

ら
、
本
年
度
の
活
動
方
針
と
し
て
、

会
員
増
強
月
間
は
9
月
〜
12
月
ま

で
と
し
、
具
体
的
に
は
①
9
月
中

に
各
支
部
に
お
い
て
役
員
会
を
開

催
し
て
、
未
加
入
法
人
へ
の
加
入

勧
奨
の
行
動
計
画
等
の
立
案
②
本

部
・
支
部
役
員
各
1
人
が
1
社
の

加
入
勧
奨
の
励
行
③
委
員
会
委
員
、

部
会
役
員
は
、
所
属
支
部
の
加
入

勧
奨
へ
の
応
援
⑤
他
支
部
の
未
加

入
法
人
の
う
ち
、
知
り
合
い
の
経

営
者
が
い
た
場
合
の
支
部
を
超
え

て
の
加
入
勧
奨
の
励
行
⑥
本
年
度

の
会
員
増
強
活
動
に
お
い
て
、
ポ

イ
ン
ト
上
位
5
支
部
を
来
年
の
通

常
総
会
で
表
彰
す
る
な
ど
を
説
明

し
た
。

　
次
に
、
受
託
保
険
会
社
の
法
人

会
会
員
増
強
へ
の
取
り
組
み
等
に

つ
い
て
、
大
同
生
命
保
険
㈱
東
東

京
支
社
か
ら
山
本
支
社
長
、
Ａ
Ｉ

Ｇ
損
害
保
険
㈱
か
ら
秋
山
法
人
会

推
進
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
ア
フ
ラ
ッ

ク
生
命
保
険
㈱
東
京
第
三
支
社
か

ら
石
黒
支
社
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説

明
が
あ
っ
た
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

懇
談
会
は
、
中
止
と
な
っ
た
。

　
日
　
時
　
令
和
5
年
1
月
19
日
㈭

　
会
　
場
　
ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン 

　
会
　
費
　
4
、
0
0
0
円
（
※
第
3
部 

新
年
賀
詞
交
歓
会
参
加
の
み
）

第
1
部
　
新
春
講
演
会
（
16
時
〜
17
時
10
分
）
―
江
東
東
法
人
会
主
催
―

　
　
演
題
　「
蝶
野 

正
洋
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
法
」

　
　
講
師
　
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
・
タ
レ
ン
ト
　
蝶チ

ョ
ウ

野ノ

　
正マ

サ

洋ヒ
ロ

　
氏

第
2
部
　
2
0
2
3
年
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
・
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
利
用
推
進
宣
言

 

（
17
時
20
分
〜
18
時
）

第
3
部
　
新
年
賀
詞
交
歓
会（
18
時
〜
19
時
）中
止
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
―
税
務
6
団
体
で
構
成
す
る
江
東
東
税
務
親
和
会
主
催
―

　
日
　
時
　
令
和
4
年
11
月
15
日
㈫
〜
令
和
5
年
1
月
23
日
㈪

　
　
　
　
　
全
14
回 （
年
末
年
始
休
講
）
18
時
〜
20
時

　
会
　
場
　
法
人
会
館
2
階

　
講
　
師
　
東
京
税
理
士
会 

江
東
東
支
部
所
属
税
理
士

　
受
講
料
　
会
員
1
3
、
0
0
0
円
　
非
会
員
1
6
、
0
0
0
円

　
　
　
　
　（
受
講
料
に
含
ま
れ
る
も
の
：
講
習
14
回
・
テ
キ
ス
ト
代
）

※
日
程
詳
細
は
、
江
東
東
法
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〔
講
師
略
歴
〕
1
9
6
3
年
9
月
17
日
ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト

ル
生
ま
れ
。
1
9
8
4
年 

新
日
本
プ
ロ
レ
ス
入
門
。
1
9
8
8
年 

武
藤

敬
司
、
橋
本
真
也
と
と
も
に
「
闘
魂
三
銃
士
」
を
結
成
。
1
9
9
0

年 

武
藤
敬
司
と
の
タ
ッ
グ
で
Ｉ
Ｗ
Ｇ
Ｐ
タ
ッ
グ
王
座
を
獲
得
。
1
9
9
2

年 

Ｇ
1
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
で
優
勝
。
同
時
に
Ｎ
Ｗ
Ａ
世
界
ヘ
ビ
ー
級
王
座
を

獲
得
。
2
0
1
3
年 

全
日
本
プ
ロ
レ
ス
ア
ド
バイ
ザ
ー
に
就
任
。
ま
た
、

救
急
救
命
の
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
省
庁
、
各
自
治
体
の
救
命
イ

ベン
ト
な
ど
への
支
援
に
取
組
み
、
2
0
1
4
年
に
は
、一
般
社
団
法
人
ニ

ュ
ー
ワ
ー
ル
ド
ア
ワ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
救
命
協
会
を
設
立
し
「
命
を
守
る
強

さ
と
は
な
に
か
〜
救
急
救
命
処
置
の
必
要
性
」
を
伝
え
て
い
る
。

令
和
4
年
度

　
会
員
増
強
決
起
大
会
開
く
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

▼
青
年
部
の
先

輩
方
に
は
い
つ

も
元
気
と
勇
気

を
頂
く
。

▼
5
月
に
青
年

部
会
50
周
年
の
記
念
式
典
が
執
り

行
わ
れ
た
。 

本
来
な
ら
昨
年
の
予

定
だ
っ
た
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
1
年
延
期
で
江
東
東
法
人
会
関

係
者
の
み
で
の
開
催
と
な
っ
た
。 

▼
記
念
祝
賀
会
で
は
、
初
代
青
年

部
会
長 

渡
辺
孝
至
様
を
始
め
、歴

代
部
会
長
や
懐
か
し
い
Ｏ
Ｂ
の

方
（々
先
輩
方
）、現
役
部
会
員
や

署
の
ご
来
賓
合
わ
せ
て
50
名
以
上

の
参
加
者
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で

は
あ
っ
た
が
、
大
盛
況
な
式
典
と

な
っ
た
。

▼
当
時
開
催
さ
れ
て
い
た
草
野
球

の
話
を
ま
る
で
昨
日
の
事
の
様
に

語
ら
れ
、「
税
務
署
対
抗
戦
で
野

球
で
は
負
け
な
し
、
ボ
ー
リ
ン
グ

は
勝
て
な
い
」
等
々
、
当
時
の
懐

か
し
い
会
話
で
盛
り
上
り
50
年
の

歴
史
を
振
り
返
る
事
が
出
来
た
。

▼
帰
り
際
に
大
先
輩
か
ら
「
60
周

年
式
典
も
呼
ん
で
下
さ
い
ね
」
の

一
言
で
、
又
、
元
気
と
勇
気
を
頂

き
、
青
年
部
に
入
っ
て
良
か
っ
た

と
改
め
て
思
っ
た
。 

（
輪
）

　
公
益
財
団
法
人
全
国
法
人
会
総

連
合
（
略
称
「
全
法
連
」）
主
催
の

第
38
回
法
人
会
全
国
大
会
が
10
月

13
日
㈭
千
葉
市
の
「
幕
張
メ
ッ
セ
、

幕
張
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
」
で
開
催

さ
れ
た
。

　
第
1
部
は
記
念
講
演
で
「
女
性

が
テ
レ
ビ
で
働
く
こ
と
」
と
題
し

て
、
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
安
藤
優
子
氏
を

講
師
に
招
き
行
わ
れ
た
。

　
第
2
部
の
式
典
で
は
、
小
林
栄

三
全
法
連
会
長
の
主
催
者
挨
拶
の

後
、
阪
田
　
渉
国
税
庁
長
官
等
か

ら
来
賓
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　
次
に
、
飯
野
光
彦
全
法
連
税
制

委
員
長
か
ら
基
本
的
な
課
題
及
び

法
人
会
の
令
和
5
年
度
税
制
改
正

に
関
す
る
提
言
の
趣
旨
説
明
が
あ

り
、令
和
5
年
度
税
制
改
正
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
次
の
と
お
り
採
択
さ
れ
た
。

・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
経
済
再
生
と

財
政
健
全
化
を
目
指
し
、
税
財
政

改
革
の
実
現
を
！

・
適
正
な
負
担
と
給
付
の
重
点

化
・
効
率
化
で
、
持
続
可
能
な
社

会
保
障
制
度
の
確
立
を
！

・
厳
し
い
経
営
環
境
を
踏
ま
え
、

中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税

制
を
！

・
中
小
企
業
に
と
っ
て
事
業
承
継

は
重
要
な
課
題
。
本
格
的
な
事
業

承
継
税
制
の
創
設
を
！

　
そ
の
後
、
青
年
部
会
に
よ
る
租

税
教
育
活
動
の
事
例
発
表
が
行
わ

れ
た
。

　
続
い
て
、
野
坂
文
雄
全
法
連
筆

頭
副
会
長
に
よ
り
、
大
会
宣
言
が

行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　（
要
旨
）

　
わ
れ
わ
れ
法
人
会
は
、「
税
の

大
会
宣
言

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
た
る
経
営

者
の
団
体
」
と
し
て
、「
税
制
改
正

に
関
す
る
提
言
」や
租
税
教
育
、企

業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向

上
に
資
す
る
取
組
な
ど
、
税
を
中

心
と
す
る
活
動
を
積
極
的
に
展
開

し
な
が
ら
、
広
く
社
会
へ
貢
献
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
国
家
的
課
題
で
あ
る
財
政
健
全

化
は
困
難
を
極
め
て
い
る
。
国
債

で
賄
っ
た
莫
大
な
コ
ロ
ナ
対
策
費

の
償
還
財
源
に
つ
い
て
、
わ
が
国

は
こ
の
問
題
を
封
印
し
て
き
た
。

さ
ら
に
、
先
進
国
で
最
速
ス
ピ
ー

ド
の
少
子
高
齢
化
に
加
え
、
人
口

減
少
と
い
う
深
刻
な
構
造
問
題
も

抱
え
て
い
る
。
将
来
世
代
に
負
担

を
先
送
り
せ
ず
、
現
世
代
で
解
決

す
る
よ
う
具
体
的
な
方
策
を
早
急

に
策
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
地
域
経
済
と
雇
用
の
担
い
手
で

あ
る
中
小
企
業
は
わ
が
国
経
済
の

礎
で
あ
る
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
原
材
料
価
格
の
高
騰
が
重
な
り
、

経
営
環
境
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
。
健
全
な
経
営
に
取
り

組
ん
で
い
る
企
業
が
十
分
に
能
力

を
発
揮
し
、
そ
の
土
台
が
揺
ら
が

な
い
よ
う
税
財
政
や
金
融
面
で
の

実
効
性
あ
る
対
策
が
不
可
欠
で
あ

る
。

　
わ
れ
わ
れ
法
人
会
は
、「
中
小

企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
」、

「
事
業
承
継
税
制
の
抜
本
的
改
革
」

等
を
中
心
と
す
る
「
税
制
改
正
に

関
す
る
提
言
」
の
実
現
を
強
く
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

　
創
設
以
来
、
納
税
意
識
の
向
上

に
努
め
て
き
た
法
人
会
は
、
全
国

の
会
員
企
業
の
総
意
と
し
て
、
以

上
宣
言
す
る
。

　
ま
た
、
当
会
で
は
、
こ
の
提
言

の
実
現
の
た
め
、
今
後
、
地
方
自

治
体
の
首
長
な
ど
に
対
し
て
陳
情

活
動
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜

税制改正に
関する提言

「
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
」

「
事
業
承
継
税
制
の
抜
本
的
改
革
」
を
求
め
る
!!

全
国
大
会
・
千
葉
大
会

挨拶する小林会長

1,900名の会員等で盛況



法人会ニュース　江　東　ひ　が　し令和 4 年 11 月 1 日 第　481　号　（ 4）

会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣

　
10
月
18
日
㈫
　
江
東
東
法
人
会

主
催
で
「
会
員
の
交
流
・
福
利
厚

生
に
資
す
る
た
め
の
事
業
」
と
し

て
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
会
員
交

流
会
」
を
目
的
と
し
た
、
第
1
回

「
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。 

　
茨
城
県
稲
敷
市
に
あ
る
「
ザ
・

イ
ン
ペ
リ
ア
ル
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
」
を
舞
台
と
し
た
。
天
気
は
あ

い
に
く
の
曇
天
で
日
中
の
気
温
は

17
℃
肌
寒
く
、
早
朝
迄
の
雨
の
影

響
で
芝
生
は
濡
れ
て
重
く
、
悪
コ

ン
デ
シ
ョ
ン
の
中
、
参
加
者
13
名

は
張
り
切
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
法
人
会
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
20

年
程
前
ま
で
は
毎
年
開
催
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
公
益
社
団
法
人
へ

移
行
し
て
か
ら
は
、
今
回
が
初
め

第 1回　法人会主催
親睦 ゴルフコンペ開催

て
と
な
り
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ

き
第
1
回
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
へ

の
参
加
者
は
、
江
東
東
法
人
会
　

松
本
会
長
を
は
じ
め
、
法
人
会
会

員
、
江
東
東
優
法
会
、
江
東
東
間

税
会
、
東
京
税
理
士
会
江
東
東
支

部
の
ゴ
ル
フ
好
き
な
会
員
の
方
々

が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　
競
技
方
法
は
、
新
ぺ
リ
ア
方
式

で
、
同
ネ
ッ
ト
の
場
合
は
ロ
ー
ハ

ン
デ
ィ
ー
・
高
年
齢
順
、
ス
ル
ー

ザ
グ
リ
ー
ン
6
イ
ン
チ
プ
レ
ー
ス
、

1
グ
リ
ッ
プ
Ｏ
Ｋ
で
行
い
、
ニ
ア

ピ
ン
、
ド
ラ
コ
ン
そ
の
他
の
ゲ
ー

ム
有
（
有
志
の
み
）
と
い
た
し
ま

し
た
。

　
さ
て
、
気
に
な
る
結
果
で
す
が

　
優
勝
は
松
本
𠮷
史
さ
ん
（
東
洋

リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
㈱
）
ネ
ッ
ト
7

2
・
4
　
グ
ロ
ス
8
8
　
2
位
野

﨑
満
さ
ん
（
東
京
硝
子
精
機
㈱
）

ネ
ッ
ト
7
4
・
0
　
グ
ロ
ス
8
6
　

3
位
豊
田
芳
博
さ
ん
（
日
本
ハ
ウ

ジ
ン
グ
㈱
）
ネ
ッ
ト
7
5
・
2

グ
ロ
ス
9
8
で
し
た
。

　
又
、
ド
ラ
コ
ン
賞
は
山
本
健
五

さ
ん
（
み
ず
ほ
銀
行
）
が
中
コ
ー

ス
と
東
コ
ー
ス
の
両
方
を
仕
留
め

ま
し
た
。
山
本
さ
ん
は
大
学
の
ゴ

ル
フ
部
出
身
だ
そ
う
で
す
。

　
ニ
ア
ピ
ン
賞
は
中
コ
―
ス
で
丸

山
智
正
さ
ん
（
㈱
丸
山
製
作
所
）

土
肥
哲
也
さ
ん
（
総
合
住
宅
建
設

㈱
）
東
コ
―
ス
で
は
山
下
信
也
さ

ん
（
栄
鋼
管
㈱
）
松
本
光
史
さ
ん

（
松
本
寝
具
㈱
）
で
し
た
。

　
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
の
表
彰
式
で

は
、
山
下
信
也
さ
ん
と
松
本
𠮷
史

さ
ん
が
司
会
進
行
を
し
、
参
加
者

全
員
に
賞
品
が
配
ら
れ
る
様
、
配

慮
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
賞
品
を
協
賛
し
て
く
だ
さ
っ
た

各
企
業
の
皆
様
に
は
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
法
人
会
親
睦
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
が
今
後
も
、
参
加
者
を
増

や
し
同
じ
江
東
東
管
内
に
て
事
業

を
営
む
経
営
者
等
と
し
て
更
な
る

親
睦
を
深
め
、
事
業
の
輪
が
広
が

る
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
会
員
交
流

会
に
な
る
よ
う
開
催
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

　
是
非
、
第
2
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

開
催
と
な
り
ま
し
た
ら
当
会
行
事

予
定
及
び
H
P
等
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
の
で
上
手
い
下
手
関
係

な
く
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

右から 松本𠮷史さん
　　 　土肥哲也さん
　　 　山下信也さん

右から 高橋保行さん
　　 　松本光史さん
　　 　山本健五さん
　　 　金子明弘さん

右から 古川欣央さん
　　 　島村　洋さん
　　 　豊田芳博さん

右から 野﨑　満さん
　　　 古川清二さん
　　　 丸山智正さん

スタート前
ヤル気満々の参加者13名
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

　
10
月
17
日
㈪
カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ

5
階
第
2
研
修
室
に
て
恒
例
の
健

康
講
演
会
が
、
ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命

　
10
月
22
日
㈯
亀
戸
地
区
に
お
い

て
、
第
45
回
目
と
な
る
社
会
貢
献

活
動
「
ま
ち
を
き
れ
い
に
」
が
行

わ
れ
た
。

　
当
日
は
、
23
℃
の
秋
ら
し
い
晴

天
に
恵
ま
れ
、
午
前
9
時
30
分
、

Ｊ
Ｒ
亀
戸
駅
北
口
前
に
集
合
し
、

松
本
会
長
を
は
じ
め
、
江
東
東
税

務
署
・
濱
田
署
長
様
、
江
東
都
税

事
務
所
・
中
田
所
長
様
、
江
東
区

環
境
清
掃
部
・
石
井
部
長
様
、
Ｊ

Ｒ
錦
糸
町
駅
・
葉
山
駅
長
様
か
ら

ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　
法
人
会
会
員
に
加
え
、
江
東
東

税
務
署
、
江
東
都
税
事
務
所
の

方
々
、
城
東
警
察
署
の
東
城
警
務

課
長
様
を
は
じ
め
職
員
の
方
々
、

大
同
生
命
職
員
な
ど
各
関
係
団
体

か
ら
の
ご
協
力
も
あ
り
約
90
名
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

　
亀
戸
駅
を
中
心
と
し
た
清
掃
活

動
で
は
、
通
行
人
の
妨
げ
に
な
ら

な
い
よ
う
注
意
し
、ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
イ
ー
タ
君
は
、
十

三
間
通
り
商
店
街
や
中
央
通
り
商

店
街
で
当
活
動
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

　
歩
道
の
植
込
み
の
中
か
ら
多
く

の
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
回

収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
と
可
燃

ゴ
ミ
を
合
わ
せ
て
45
㍑
の
袋
で
15

袋
ほ
ど
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に

参
加
粗
品
を
お
配
り
し
て
11
時
30

分
に
終
了
し
た
。
次
回
は
5
月
に

大
島
地
区
で
実
施
予
定
。

第
45
回
「
ま
ち
を
き
れ
い
に
」

10
月
22
日
㈯
　

亀
戸
地
区
で
実
施

亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜

セレモニー挨拶に聞き入る参加者

健
康
講
演
会
を
開
催

   『
忍
者
ダ
イ
エ
ッ
ト
と
健
康
術
』

植田美津恵氏

沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿

沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿
沿

沿

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

税
務
功
労
者
都
税
事
務
所
長
感
謝
状

　
三
輪
常
任
理
事
が
受
賞

三輪常任理事

　
当
会
、
常
任
理
事
・
総
務
委
員

長
の
三
輪
武
人
氏
が
税
務
功
労
者

都
税
事
務
所
長
感
謝
状
受
贈
の
栄

に
浴
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
三
輪
氏
は
、
平
成
17
年
5
月
に

理
事
、
広
報
委
員
に
就
任
。
そ
の

後
、
青
年
部
会
幹
事
長
、
広
報
副

委
員
長
、
青
年
部
会
長
を
歴
任
し
、

平
成
29
年
に
常
任
理
事
に
就
任
、

令
和
元
年
に
は
総
務
委
員
長
に
就

任
し
、
当
会
の
運
営
に
尽
力
さ
れ

て
い
る
。

　
税
務
功
労
者
都
税
事
務
所
長
感

謝
状
贈
呈
式
は
、
来
る
11
月
10
日

㈭
に
東
京
都
江
東
都
税
事
務
所
で

実
施
さ
れ
る
。
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。   

保
険
株
式
会
社
の
ご
協
力
に
よ
り

行
わ
れ
た
。

　
講
師
に
は
、
東
京
通
信
大
学
教

授
の
植
田
美
津
恵
先
生
を
迎
え
、

「
忍
者
ダ
イ
エ
ッ
ト
と
健
康
術
」と

題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

こ
の
講
演
会
に
は
、
会
員
・
一
般

18
名
が
参
加
し
た
。

　
先
生
は
、
ま
ず
、
ダ
イ
エ
ッ
ト

と
は
何
か
。
そ
の
語
源
は
ギ
リ
シ

ャ
語
で
「
生
き
方
・
生
き
ざ
ま
」

で
あ
る
が
、
現
代
で
は
健
康
の
た

め
、
美
容
の
た
め
に
食
事
量
を
見

直
す
こ
と
と
定
義
さ
れ
て
い
る
と

話
さ
れ
た
。

　
次
に
、
自
分
の
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
重

（
㎏
）÷（
身
長（
ｍ
）×
身
長（
ｍ
））

を
知
る
こ
と
が
大
事
で
、
最
適
な

Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
22
〜
25
（
標
準
か
ら
や

や
肥
満
）
と
説
明
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
失
敗

し
た
理
由
と
し
て
は
①
食
事
制
限

が
続
か
な
か
っ
た
②
明
日
か
ら
…

と
言
い
続
け
て
ス
タ
ー
ト
さ
え
で

き
な
か
っ
た
等
が
挙
げ
ら
れ
る
と

説
明
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
お
す
す
め
の
ダ
イ
エ

ッ
ト
法
は
①
ひ
と
く
ち
30
回
嚙
む

②
腹
八
分
目
を
守
る
（
長
寿
遺
伝

子
を
オ
ン
に
す
る
）
③
な
る
べ
く

早
く
、
大
股
で
歩
く
④
忍
者
の
呼

吸
法
（
息
長
…
長
く
息
を
吸
っ
て
、

長
く
息
を
吐
く
）
⑤
な
ぜ
ダ
イ
エ

ッ
ト
し
た
い
か
動
機
を
意
識
す
る

こ
と
で
す
と
説
明
さ
れ
、
究
極
の

ダ
イ
エ
ッ
ト
と
は
「
な
り
た
い
自

分
に
な
る
」
こ
と
で
す
。
と
講
演

を
締
め
く
く
ら
れ
た
。

右
か
ら
濱
田
署
長

　
イ
ー
タ
君
、
松
本
会
長
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法人会ニュース　江　東　ひ　が　し令和 ₄ 年 ₁₁ 月 ₁ 日 第　₄₈₁号　（ ₈ ）

 
令
和
4
年
度
労
働
保
険

　 
未
手
続
事
業
一
掃

　
　 
強
化
期
間

（
11
月
1
日
〜
11
月
30
日
）　

発
行
・
公
益
社
団
法
人
江
東
東
法
人
会
　
江
東
区
亀
戸
₂
―
17
―
15
　
☎︵
₃
₆
₈
₄
︶₂
₃
₀
₃ 

Ｆ
Ａ
Ｘ︵
₃
₆
₈
₄
︶₂
₃
₀
₅ 

発
行
人 

松
本
光
史
　
編
集
人 

溝
呂
木
真
　
印
刷
・
三
報
社
印
刷
㈱

援沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿� 沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿
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沿 � 沿
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沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

沿 � 沿

援
沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿沿援

◀行 事 予 定▶

P-B10031

管内法人数　4,259社　　法人会員数　1,369社　　加入率　32.14％（令和 ₄年 ₉月₃₀日現在）
バックナンバーはホームページをご覧ください。http:／／www.koto-higashi-h.or.jp／

江
東
都
税
事
務
所
か
ら
お
知
ら
せ

小
規
模
非
住
宅
用
地
の
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
を
減
免
し
ま
す

　
東
京
都
で
は
、
中
小
企
業
者
等

を
税
制
面
か
ら
支
援
す
る
た
め
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
₂₃
区
内
の

小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い

て
、
令
和
₄
年
度
分
の
税
額
を
2

割
減
免
し
ま
す
。

　
減
免
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。
申
請
期
限
は
令
和

₄
年
₁₂
月
₂₈
日
で
す
。
た
だ
し
、

同
一
区
内
で
前
年
度
に
減
免
を
受

け
ら
れ
た
方
で
用
途
を
変
更
し
て

い
な
い
方
は
、
新
た
に
申
請
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
ち
ら
の
申
請
に
つ
い

て
は
、
東
京
共
同
電
子
申
請
・
届

出
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
の
お
手
続
も
で
き
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
お
持
ち
の
土
地
が

所
在
す
る
区
に
あ
る
都
税
事
務
所

固
定
資
産
税
課
・
固
定
資
産
税
班

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜

2日㈬ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
4日㈮ 源泉部会　年末調整説明会 第 1部

 第 2部
　内容 ：年末調整のしかた　講師：税理士

午　後　 2 　時
午後 3時30分

カメリアプラザ
〃

7日㈪ 新設法人説明会 午　後　 3 　時 法 人 会 館
8日㈫ 無料記帳指導・税務相談 午　前　10　時 法 人 会 館
11日㈮ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
12日㈯ ウォーキング教室 午前 9時30分 日 比 谷 公 園
15日㈫ インボイス制度説明会

簿記 3級検定講座（全14回スタート）
午後 2時30分
午　後　 6 　時

法 人 会 館
法 人 会 館

16日㈬ 「税を考える週間」税務署長講演会 午　後　 4 　時 アンフェリシオン
21日㈪ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
25日㈮ 全国青年の集い沖縄大会 沖 縄 ア リ ー ナ
28日㈪ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
30日㈬ 納税表彰式 午後 2時20分 カメリアプラザ

5日㈪ 税務研究部会研修会
　内容：未定　　講師：未定

午後 3時30分 法 人 会 館

6日㈫ 無料記帳指導・税務相談 午　前　10　時 法 人 会 館
7日㈬ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
8日㈭ 決算法人説明会及びインボイス制度説明会 午　後　 2 　時 法 人 会 館
12日㈪ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
14日㈬ 第 4回理事会

e︲Tax推進協議会
午後 3時30分
午後 4時30分

アンフェリシオン
〃

15日㈭ 女性部会研修会
　内容：未定　　講師：未定

午　後　 4 　時 アンフェリシオン

19日㈪ インボイス制度説明会 午後 2時30分 法 人 会 館
7月
11日㈬ 決算法人説明会及びインボイス制度説明会 午　後　 2 　時 法 人 会 館
19日㈭ 新春講演会・新年賀詞交歓会 午　後　 4 　時 アンフェリシオン
20日㈮ 源泉部会 ・税務研究部会 合同研修会

　内容：電子帳簿保存法（仮）　講師：江東東税務署 担当官
午　後　 3 　時 法 人 会 館

◎ 内容・講師が未定となっている各部会の研修会等は、決まり次第ホームページに掲載しますので、ホームページを
ご覧になってください。
◎各種研修会・説明会には会員以外の方の参加も可能です。お問い合わせは次まで。　☎03‒3684‒2303

11月

12月

1月
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  「
労
働
保
険
は

　  

働
く
皆
さ
ん
を

　  

　
守
り
ま
す
」

　
木
場
公
共
職
業
安
定
所
、
亀
戸

労
働
基
準
監
督
署
に
お
き
ま
し
て

は
、
₁₁
月
を
「
労
働
保
険
未
手
続

事
業
一
掃
強
化
期
間
」と
定
め
、労

働
保
険
制
度
の
周
知
、
啓
発
活
動

等
を
行
い
、
未
手
続
事
業
の
解
消

を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
今
後
と

も
未
手
続
事
業
の
解
消
に
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

木
場
公
共
職
業
安
定
所

　
　
　
　
　
雇
用
保
険
適
用
課

電
話 

0
3
-3
6
4
3
-8
6
0
6

亀
戸
労
働
基
準
監
督
署
　
労
災
課

電
話 

0
3
-3
6
3
7
-8
1
3
2
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